
令和７年度事業評価
（かほく市デジタル田園都市構想総合戦略　事業個票）

令和8年7月2日

資料２



事業名 個別目標又は
KPI達成状況 実施方針 担当課

1 １-①-１ 戦略的な企業誘致の推進 未達成 継続 企画課

2 １-①-２ 創業起業へのチャレンジ支援 概ね達成 継続 地域創生課

3 １-②-１ がんばる中小企業に対する支援事業 未達成 継続 地域創生課

4 １-②-２ 地域農産物担い手育成事業 達成 継続 農林水産課

5 １-②-３ スマート農業推進事業 未達成 継続 農林水産課

6 ２-①-１ 観光コンテンツの充実による新しい人の流れの創出 概ね達成 継続 地域創生課

7 ２-①-２ ふるさと納税寄附金制度の推進 達成 拡充 総務課秘書室

8 ２-①-３ 企業版ふるさと納税の活用促進 達成 継続 企画課

9 ２-②-１ 移住定住及び定着に向けた経済的な支援 概ね達成 継続 地域創生課

10 ２-②-２ シティプロモーションによる地域の活性化とシビックプライドの醸成 概ね達成 継続 地域創生課

11 ２-③-１ スポーツの振興とスポーツを通じた共生社会の実現 達成 継続 スポーツ文化課

12 ２-③-２ スポーツによる賑わいの創出 未達成 拡充 スポーツ文化課

13 ３-①-１ 妊娠から出産・子育てまで切れ目のない支援 達成 継続 こども家庭課（保険医療課）

14 ３-①-２ 親と子がともに健やかに成長できる環境づくり 概ね達成 継続 こども家庭課

15 ３-①-３ 幼児教育・保育の環境の充実 達成 継続 こども家庭課

16 ３-②-１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 達成 継続 学校教育課

17 ３-②-２ 多様なニーズに対応した教育機会の提供・支援事業 達成 継続 学校教育課

18 ３-②-３ 学校を核とした地域活力（地域教育力）向上事業 達成 継続 学校教育課

19 ４-①-１ 地域DXによる地域づくりと人材育成の推進 未達成 継続 地域創生課

20 ４-①-２ 自治体DX推進による行政事務の効率化 達成 継続 情報推進課

21 ４-①-３ 石川中央都市圏連携事業の推進 達成 継続 企画課

22 ４-①-４ 文化財のデジタルミュージアムアーカイブ化とふるさとを学ぶ機会の充実 - 継続 スポーツ文化課

23 ４-①-５ 空き家利活用推進事業 達成 継続 防災環境対策課、地域創生課

24 ４-①-６ 地球温暖化対策推進事業 - 継続 防災環境対策課

25 ４-①-７ 災害から暮らしを守る体制整備事業 概ね達成 継続 防災環境対策課

26 ４-②-１ 市民の健康づくりと「健康なまち」づくり基盤の整備 達成 継続 健康福祉課（長寿介護課、保険医療課）

27 ４-②-２ 高齢者の生きがいづくり環境の整備 達成 見直し・検討 長寿介護課

28 ４-②-３ 障害者の暮らしの安全と生きがいづくり 未達成 継続 健康福祉課

29 ４-②-４ 生涯にわたって自ら学び続けるひとづくり 達成 継続 生涯学習課

30 ５-①-１ 交流ゾーンのにぎわい創出 達成 継続 地域創生課

31 ５-①-２ 西田幾多郎記念哲学館の魅力創出 達成 継続 生涯学習課（哲学館）

32 ５-①-３ 石川県立看護大学及び県内大学による地方創生推進事業 達成 継続 企画課

33 ５-①-４ プロスポーツによるにぎわいと活力あるまち創造事業 達成 継続 地域創生課

事業番号

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業一覧



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 １-①-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 3 3 3 9

実績 3 1

目標 10 10 10 30

実績 15 4

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

167,099 167,099
うち一財 99,099 99,099

1,159 1,159
うち一財 985 985

168,258 0 0 168,258
うち一財 100,084 0 0 100,084

59.5 #DIV/0! #DIV/0! 59.5

200,874 200,874
うち一財 166,102 166,102

2,050 2,050
うち一財 1,965 1,965

202,924 0 0 202,924
うち一財 168,067 0 0 168,067

82.8 #DIV/0! #DIV/0! 82.8

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 1

担当課 企画課

１．かほく市に安定した雇用を創出し、安心して働けるようにする

１．企業誘致や創業支援による成長の持続

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

戦略的な企業誘致の推進

商工業振興対策事業
7-1-2（1－1）

助成制度活用件数

B．管理費（人件費・事務費）

A．事業費

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

一般財源割合（％）

総事業費（A+B）

B．管理費（人件費・事務費）

A．事業費

２:継続

国の戦略17分野に位置付けられている半導体、情報通信、防衛関連企業をはじめとした設備投資・
事業拡張案件の助成認定が増加している。さらに、手頃な土地価格や金沢へのアクセスの利便性、
定住人口の増加により働き手を確保しやすい環境が整ってきていることから、商工業の発展と雇用
創出を促進すべく、助成制度の取組みを継続していく。

企業誘致の地域間競争力を維持するため企業立地助成金の継続は必要であると考えている。また、
令和9年度制度改正に伴い、工業等適地への進出や市内企業発注に対する優遇策を設けることによ
り、立地誘導と経済波及の促進を図っていく。

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

予算

雇用促進助成制度による市
内在住者新規雇用数

かほく市内において、工場・事業所を新増設した企業や、本社機能を移転する企業に対しての助成を行う。ま
た、かほく市への企業進出ニーズに応えるための事業所用地確保や商業も含めた産業の立地促進に向けた施策を
積極的に展開するとともに、企業向けに各種助成制度のＰＲを行い、市内における安定した雇用の場の創出を図
る。新たに将来都市構造の明確化（工業地区の設定）を企業誘致の視点から取り組んでいく。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・かほく市内において、工場・事業所を新設又は増設した企業に対する助成を行った。
【交付決定】　工場等立地助成金：増設１件　交付額 　76,280千円
【１年目交付】工場等立地助成金：増設１件　交付額 　32,000千円
【２年目交付】工場等立地助成金：新設１件  交付額  100,000千円
　　　　　　　　　　　　　　　：増設１件  交付額   67,000千円
【３年経過後交付】サテライトオフィス立地促進補助金：１件　交付額　1,850千円
【助成認定】　本社機能移転助成金（工場併設型）：移設１件
　　　　　　　本社機能移転助成金：増設１件　　工場等立地助成金　：増設２件
・市と企業にとってより持続可能かつ費用対効果の高い助成制度となるよう、交付要件、助成内容について制度
改正を行った。令和9年度より新制度を適用する。

・市外からの本社機能移転助成制度活用件数　2件（R7～9年度累計）
・中小企業者への助成制度活用件数　27件（R7～9年度累計）



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 １-①-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 15 15 15 45

実績 25 12

目標 50 55 60 60

実績 42.8 44.0

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

10,426 10,426
うち一財 10,426 10,426

1,369 1,369
うち一財 1,163 1,163

11,795 0 0 11,795
うち一財 11,589 0 0 11,589

98.3 #DIV/0! #DIV/0! 98.3
8,824 8,824

うち一財 8,824 8,824

3,229 3,229
うち一財 3,028 3,028

12,053 0 0 12,053
うち一財 11,852 0 0 11,852

98.3 #DIV/0! #DIV/0! 98.3

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

市内での創業者数や空き家等活用数の増加は、新たな賑わいの創出や将来的な新たな雇用の創出、
空き家等の減少など波及効果が大きいことから、引き続き支援が必要である。

補助金の利用相談が続いており、特に飲食業や美容系サロン業の相談が多い傾向がある。令和8年
度は計10件程度の制度利用が見込まれる。継続して商工会等と連携し、創業者に対する補助金等の
情報提供、支援を行う。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

・市外からの本社機能移転助成制度活用件数　2件（R7～9年度累計）
・中小企業者への助成制度活用件数　27件（R7～9年度累計）

地域創生課

商工業振興対策事業
7-1-2（1－1）

補助制度活用件数

経営状況を「上向きである」と
回答した割合（％）

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

創業者が事業に順調に滑り出すことができるように、金融機関とも連携を図りながら、創業にあたって必要な補
助等の支援を行う。特に若者や女性、空き家空き店舗利活用の起業に対しては、さらなる上乗せ補助を行い、市
内の起業者のチャレンジ意欲の向上を図る。市内の賑わい創出に資する情報収集や情報発信について、民間企業
との連携を図るとともに、本補助事業を活用した方のネットワーク構築についても検討する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

１．かほく市に安定した雇用を創出し、安心して働けるようにする

１．企業誘致や創業支援による成長の持続

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

創業起業へのチャレンジ支援

〇かほく市ビジネスイノベーション補助制度
　新規創業者、または空き家空き店舗の活用事業者に、補助金を交付。
　【パターン1】新規創業者で、指定する創業者支援融資制度を利用
　　・対象費用　…　施設整備費、物件改修工事費、備品購入費、広告費
　　最大補助額　1,100千円
　◇R7年度実績　…　7件　4,568千円
　【パターン2】空き家空き店舗活用事業者で、指定する要件を全て満たす方
　　・対象費用　…　施設整備費又は賃借料、物件改修工事費、備品購入費、広告費
　　・最大補助額　3,600千円
　◇R7年度実績　…　2件　3,557千円
　【パターン3】上記の2パターン以外
　　・対象費用　…　施設整備費、物件改修工事費、備品購入費
　　・最大補助額　400千円
　◇R7年度実績　…　3件　592千円
　※パターン1・2については、市内業者利用による施設整備・物件改修工事や若者・女性への
　　チャレンジ支援の上乗せ額を含む。

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 2

担当課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 １-②-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 9 9 9 27

実績 5 5

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

3,596 3,596
うち一財 3,596 3,596

948 948
うち一財 806 806

4,544 0 0 4,544
うち一財 4,402 0 0 4,402

96.9 #DIV/0! #DIV/0! 96.9

2,062 2,062
うち一財 2,062 2,062

1,889 1,889
うち一財 1,771 1,771

3,951 0 0 3,951
うち一財 3,833 0 0 3,833

97 #DIV/0! #DIV/0! 97

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

市内中小企業の安定操業、事業拡大の支援のため各種補助制度の継続が必要である。

引き続き商工会や関係機関と連携し、市内中小企業者への助成制度の提供等を行っていく。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

・市外からの本社機能移転助成制度活用件数　2件（R7～9年度累計）
・中小企業者への助成制度活用件数　27件（R7～9年度累計）

地域創生課

商工業振興対策事業
7-1-2（1－1）

各種助成制度活用件数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

商工業の振興のため、市内の中小企業者へ助成制度を提供する。
従来の新製品開発事業や特許権取得・設備投資促進事業への助成に加え、デジタル技術を活用した先進技術導入
についても支援するなど、新たな取り組みを創出する。
また、行政・商工会・教育機関等の各種団体が連携し、市内事業所の人材確保の促進を図る。

⑥

【具体的な取り組み内容】

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

１．かほく市に安定した雇用を創出し、安心して働けるようにする

２．新たな時代を捉えた地場産業の振興と飛躍

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

がんばる中小企業に対する支援事業

市内中小企業の安定操業、事業拡大の支援のため、各種助成制度を実施した。
◇R7取組実績
・中小企業設備投資促進助成　　　…1件　　449千円
・見本市等出展事業補助　　　　　…3件　　831千円
・特産品等開発支援事業補助　　　…1件　1,000千円

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 3

担当課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 １-②-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 3 3 3 9

実績 3 3

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

31,749 31,749
うち一財 4,420 4,420

15,614 15,614
うち一財 14,929 14,929

47,363 0 0 47,363
うち一財 19,349 0 0 19,349

40.9 #DIV/0! #DIV/0! 40.9

20,978 20,978
うち一財 10,516 10,516

43,121 43,121
うち一財 13,759 13,759

64,099 0 0 64,099
うち一財 24,275 0 0 24,275

37.9 #DIV/0! #DIV/0! 37.9

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 4

担当課 農林水産課

１．かほく市に安定した雇用を創出し、安心して働けるようにする

２．新たな時代を捉えた地場産業の振興と飛躍

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

地域農産物担い手育成事業

農業振興対策事業
6-1-3（1-1）

地域農産物ブランド化推
進事業 6-1-3（15-1）

園芸産地担い手確保事業
6-1-3（18-1）

・市外からの本社機能移転助成制度活用件数　2件（R7～9年度累計）
・中小企業者への助成制度活用件数　27件（R7～9年度累計）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

支援対象者からの補助金申
請件数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

かほく市農産物ブランド６品目の担い手確保・ブランド力向上・販路拡大等に向けた取組を引き続
き実施することで、生産体制の強化や認知度の向上、販売拡大による農業者の所得向上を図り、地
域農業の持続的な発展につなげていくため。

今後も県やJA等の関係機関と連携し、担い手確保・育成に向け、支援対象者への相談対応・情報提
供等を実施する。

かほく市農産物ブランド６品目などの農産物の持続的な発展や、生産性向上と産地継承・ブランド化を維持する
ため、民間と連携しながら担い手の確保から育成までの一貫した人材育成の取り組みを行う。また、激化する農
産物の産地間競争の中、安定した収入を確保できるよう、地域農産物ブランド化や６次産業化、新たな販売・販
路の拡大に意欲的に取り組む事業実施者に対して支援を行う。さらに、ブランド力を活かしたイベント開催や、
全国各地のイベントへの参加など、各ブランド品目のＰＲについても積極的に支援する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・かほく市農産物ブランド６品目の担い手確保や産地間競争に対応するため、関係機関と連携し、新規就農者や
各生産組合の相談対応や補助金交付等の支援を行った。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 １-②-３

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 2 2 2 6

実績 2 1

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

24,273 24,273
うち一財 4,370 4,370

7,766 7,766
うち一財 7,425 7,425

32,039 0 0 32,039
うち一財 11,795 0 0 11,795

36.8 #DIV/0! #DIV/0! 36.8

15,251 15,251
うち一財 4,789 4,789

21,334 21,334
うち一財 6,807 6,807

36,585 0 0 36,585
うち一財 11,596 0 0 11,596

31.7 #DIV/0! #DIV/0! 31.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 5

担当課 農林水産課

１．かほく市に安定した雇用を創出し、安心して働けるようにする

２．新たな時代を捉えた地場産業の振興と飛躍

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

スマート農業推進事業

農業振興対策事業
6-1-3（1-1）

・市外からの本社機能移転助成制度活用件数　2件（R7～9年度累計）
・中小企業者への助成制度活用件数　27件（R7～9年度累計）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

スマート農業機械等の導入
（利用）件数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

農業者が抱える省力化・効率化・収益性向上等の課題解決の一助としてスマート農業の導入を進め
るために、農業者に対して、引き続き支援や情報提供の必要があるため。

県・JA等の関係機関や農業者と連携し、国・県の動向や現場課題を踏まえながら、地域の実情に応
じた普及促進と担い手支援に取り組む。

農業経営の安定化のため、収益力強化に計画的に取り組む農業者に対し、ＡＩ、ＩｏＴ等スマート機器など高性
能な機械・施設の導入や栽培体系の転換等に対して支援を行う。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・公益財団法人「いしかわ農業総合支援機構」のいしかわスマートアグリプラットフォームを活用し、県農林総
合研究センター農業試験場や農林総合事務所、市の職員が、スマート農業技術に関する相談や、機械の導入に向
けたマッチング、効果的な活用モデルの提示等の支援に取り組んだ。
・スマート機器を活用することにより、農業者の作業の省力化や効率化、収益性向上等の課題を解決できるよ
う、関係機関と連携し、機械の専門的な知識や補助事業について情報提供を行った。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-①-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 30,000 33,000 36,000 99,000

実績 15,000 29,500

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

5,627 5,627
うち一財 3,127 3,127

2,950 2,950
うち一財 2,506 2,506

8,577 0 0 8,577
うち一財 5,633 0 0 5,633

65.7 #DIV/0! #DIV/0! 65.7

5,317 5,317
うち一財 4,238 4,238

3,108 3,108
うち一財 2,914 2,914

8,425 0 0 8,425
うち一財 7,152 0 0 7,152

84.9 #DIV/0! #DIV/0! 84.9

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

地域創生課

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

県外へのイベント出店を積極的に行ったり、事業者と連携し新たな観光素材の創出を行うことで、
引き続き市外へかほく市のPRをし、新たなひとの流れを創出する必要があるため。

関係機関と連携し、引続き、新たな誘客イベントや県外に出向いての観光や特産品のPRを積極的に
実施していく。

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

【具体的な取り組み内容】

⑥

・市観光物産協会による「第３回哲楽夜市」の開催
  　開催日：8月30日　来場者数：約2,500人
・河北郡市観光企画委員会としてイベントの開催及び出展
　「KAHOKU MUSIC Fes2025」　開催日：11月3日　来場者数：約2,000人
　　大阪関西万博　出展日：8月27日
・PFUブルーキャッツ石川かほくホームゲーム時におけるかほく市プレゼンツマッチの実施
　　開催日：10月18日・19日　来場者数：2,638人
・いしかわ旅行商品プロモーション会議への参加
　　4月、10月

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

イベント来場者数合計

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 6

担当課

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

１．魅力あるまちづくりによるかほく市との関わりの創出

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

観光コンテンツの充実による新しい人の流れの創出

観光振興対策事業
7-1-3（1-1）

一般財源割合（％）

石川県及び県観光連盟、河北郡市観光企画委員会や国内旅行会社と連携して、近隣市町を含めた広域的な旅行商
品の企画開発を行うほか、観光コンテンツの充実を図り、市全体への新しいひとの流れを創出する。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-①-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 5,500 5,500 5,500 16,500

実績 5,277 9,721

目標 400,000 400,000 400,000 1,200,000

実績 356,503 393,848

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

200,000 200,000
うち一財 200,000 200,000

28,424 28,424
うち一財 27,205 27,205

228,424 0 0 228,424
うち一財 227,205 0 0 227,205

99.5 #DIV/0! #DIV/0! 99.5

198,666 198,666
うち一財 198,666 198,666

14,855 14,855
うち一財 14,235 14,235

213,521 0 0 213,521
うち一財 212,901 0 0 212,901

99.7 #DIV/0! #DIV/0! 99.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 7

担当課 総務課秘書室

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

１．魅力あるまちづくりによるかほく市との関わりの創出

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

ふるさと納税寄附金制度の推進

ふるさと納税寄附金事業
2-1-13（2-1）

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

寄附件数

寄附金額（千円）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

１:拡充

　ふるさと納税の寄附金は、様々な分野において、市の貴重な財源となっている。また、ふるさと
納税を通じて市の知名度向上、返礼品の魅力を全国に伝えることができ、返礼品事業者の応援にも
つながっているため、事業の更なる拡充が必要である。

　ふるさと納税ポータルサイトについて、令和８年度からは「ＪＡＬふるさと納税」を追加し、新
規寄附者の獲得に務めるともに、返礼品の魅力をこれまで以上に伝えられるよう、サイトの充実を
図る。また、返礼品目を追加し、新規及びリピーターの寄附者の獲得に努め、目標金額を達成でき
るよう事業を展開していきたい。

継続的な関係づくりのため、ふるさと納税ポータルサイトや市ホームページを活用し寄附金の活用状況や市の情
報発信に努め、サポーター（寄附者）を増やし新たな関係人口創出につなげる。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・ふるさと納税ポータルサイトの大手５サイト（「ふるさとチョイス」、「ふるなび」、「さとふる」、「楽天
ふるさと納税」、「まいふる（イオン）」）に、「Amazon」を加え新規寄附者の獲得に努めた。
・ふるさと納税中間支援業務を外部委託し、ポータルサイトの改善、かほく市特産品ブランド認証品以外の特産
品の追加など、返礼品の拡充を図った。
・パンフレットを刷新し、道の駅や各種イベント等で配布することで寄附者の獲得を図るとともに、これまでに
寄附をいただいた主な方へパンフレットを送付し、リピーターの確保に努めた。

＜寄附実績＞
　・Ｒ６…件数：6,250件、金額：327,242,513円、返礼品目数：121品目（※R7.3.31時点）
　・Ｒ７…件数：9,721件、金額：393,848,000円、返礼品目数：318品目（※R8.3.31時点）
　（前年度比）　3,471件増、　　 66,605,487円増、　　　　　197品目増



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-①-３

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 3 4 5 12

実績 3 10

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

702 702
うち一財 702 702

843 843
うち一財 716 716

1,545 0 0 1,545
うち一財 1,418 0 0 1,418

91.8 #DIV/0! #DIV/0! 91.8

544 544
うち一財 44 44

2,050 2,050
うち一財 1,965 1,965

2,594 0 0 2,594
うち一財 2,009 0 0 2,009

77.4 #DIV/0! #DIV/0! 77.4

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

令和7年度税制改正により、本制度の適用期限が令和9年度まで延長されたことを好機と捉える。
現在、企業の認知度向上に伴い寄附企業数が増加傾向にあることから、この好調な流れを加速さ
せ、積極的に寄附を募るため、令和8年度も継続して寄附募集に取り組む。

市ホームページにおいて、企業が寄附を検討しやすいよう事業内容を分かりやすく提示したプロ
グラムの掲載を継続する。あわせて、民間事業者の支援サービスを活用し新規寄附企業の掘り起
こしを図り、寄附獲得の最大化を目指す。

【具体的な取り組み内容】

「かほく市デジタル田園都市構想総合戦略推進計画」に関連した地方創生に資する事業について、企業をター
ゲットにした内容を市ホームページに掲載し寄附募集を図った。また、民間事業者が提供する支援サービスの
活用により、市が直接アクセスできない寄附意向先にも情報提供の裾野を広げるなど、積極的な寄附募集を
図った。
【令和7年度寄附金充当事業】
・スポーツで地域おこし！新しい「かほく市らしさ」創出事業
・プロスポーツホームタウン地域共創事業
・避難所の生活環境改善事業
・西田幾多郎記念哲学館デジタル技術によるグローバル社会とインバウンド・バリアフリー対応事業
【寄附実績】
・3,300千円（9社）、物納1,500千円（1社）　うち、民間事業者経由での寄附 400千円（3社）

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

企画調整事業
2-1-7（1-1）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

寄附企業数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

地方創生に資する事業について、企業版ふるさと納税の活用を促進する。
総合戦略に記載されている事業の実施に係る財源の確保に努めるとともに、企業とのつながりを強化するた
め、民間事業者が提供する支援サービスなどを活用し、まちづくりへの参画を促す。

⑥

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

１．魅力あるまちづくりによるかほく市との関わりの創出

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

企業版ふるさと納税の活用促進

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 8

担当課 企画課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-②-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 330 330 330

実績 299 305

目標 300 300 300

実績 277 293

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

129,164 129,164
うち一財 119,914 119,914

3,792 3,792
うち一財 3,221 3,221

132,956 0 0 132,956
うち一財 123,135 0 0 123,135

92.6 #DIV/0! #DIV/0! 92.6

199,167 199,167
うち一財 196,285 196,285

4,326 4,326
うち一財 4,056 4,056

203,493 0 0 203,493
うち一財 200,341 0 0 200,341

98.5 #DIV/0! #DIV/0! 98.5

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

県外からの直接転入世帯を支援するＵＩＪターン住まい補助金、新婚世帯向けの住宅取得等支援事
業、市内の定住を促進する若者マイホーム取得奨励金制度を連動させており、これらの制度を活用
し移住定住した方が多く、社会増に大きく貢献しているため。

シティプロモーション事業と連動し、住みよさや子育て環境の充実さをＰＲし、移住者・定住者の
確保に努める。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

地域創生課

定住促進事業
2-1-7（4-1）

社会増減数

定住促進策申込件数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

本市への移住定住を促進し定住人口の増加を図るため、ニーズや環境の変化に対応しながら、新婚さん住まい応
援事業、ＵＩＪターン住まい補助金、若者マイホーム取得奨励金などの制度を継続実施する。
また、転出抑制を図ることを目的に、三世代同居及び近居を促進するとともに、住宅の取得だけでなく増改築に
係る費用へ補助することを検討する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

２．子育て世代や若者に選ばれるまちづくり

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

移住定住及び定着に向けた経済的な支援

かほく市への移住・定住及びかほく市からの転出の抑制に向け、以下の施策を継続して実施。
・若者マイホーム取得奨励金　　　　　　　　210件 165,590,000円
・新婚さん住まい応援事業補助金　　　　　　 69件  21,180,000円
・ＵＩＪターン住まい補助金　　　　　　　　  3件   3,120,000円
・移住支援補助金、地方就職支援金            2件   2,600,000円
・お試し移住事業費補助金                    0件           0円
・奨学金返還支援補助金                      2件　　 924,000円
※令和7年度より新たに結婚新生活支援事業補助金を実施
　結婚に伴う住まいの経済的支援（住宅取得・住宅賃貸・引越費用・リフォーム費用）
　7件　2,449,000円（家賃補助6件、引越費用補助1件)

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 9

担当課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-②-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 330 330 330

実績 299 305

目標 300 300 300

実績 277 293

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

3,150 3,150
うち一財 3,150 3,150

5,373 5,373
うち一財 4,564 4,564

8,523 0 0 8,523
うち一財 7,714 0 0 7,714

90.5 #DIV/0! #DIV/0! 90.5

3,048 3,048
うち一財 3,048 3,048

3,474 3,474
うち一財 3,257 3,257

6,522 0 0 6,522
うち一財 6,305 0 0 6,305

96.7 #DIV/0! #DIV/0! 96.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

これまでのプロモーション活動により、住みやすさや子育て環境の良さといったイメージが定着
し、本市のブランディングは成功したと考えているが、今後も引き続き、県外在住者には知名度
アップ、市外在住者には制度のＰＲ、市内在住者には転出を抑制するためのシビックプライドの
醸成を図る必要があるため。

ターゲットに合わせたプロモーション手法を調査研究し、より効果的なプロモーションを行う。
地域資源を活かした魅力発信と市民参加型の取組を推進し、交流人口の拡大とシビックプライド
の醸成を図るための施策を検討する。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

地域創生課

地域振興事業
2-1-7（12-1）

社会増減数

定住促進策申込件数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

地域の活性化やシビックプライドの醸成を図るとともに、東京圏や関西圏を中心に知名度・認知度を向上さ
せ、交流人口・関係人口・定住人口の増加を促進するため、ターゲットを明確にしたプロモーションを展開す
る。

⑥

【具体的な取り組み内容】

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

２．子育て世代や若者に選ばれるまちづくり

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

シティプロモーションによる地域の活性化とシビックプライドの醸成

かほく市の特性や魅力を積極的に伝えるとともに、仕事・住まい・暮らしに関する情報や移住体験談などを、
市の移住サイトやＳＮＳ、動画配信などにより、幅広い世代に対して効果的かつ訴求力のある情報発信に取り
組んだ。また、県外での移住相談会への出展や、オンライン・対面での積極的な移住相談等を実施した。
・PFUﾌﾞﾙｰｷｬｯﾂ石川かほく、インフルエンサーを活用したSNS動画製作
　動画製作本数：6本　　閲覧総数：192,000回
・定住促進PR動画　　　 閲覧数：　　　140回
・ふるさと大使による情報発信（特産品贈呈、四季まつり出演）
・移住セミナー（東京開催）への出展
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担当課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-③-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 500,000 550,000 550,000

実績 472,000 565,364

目標 22,000 23,000 25,000

実績 20,000 26,829

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

653,651 653,651
うち一財 556,578 556,578

12,037 12,037
うち一財 11,361 11,361

665,688 0 0 665,688
うち一財 567,939 0 0 567,939

85.3 #DIV/0! #DIV/0! 85.3

683,073 683,073
うち一財 555,064 555,064

11,873 11,873
うち一財 11,242 11,242

694,946 0 0 694,946
うち一財 566,306 0 0 566,306

81.5 #DIV/0! #DIV/0! 81.5

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系
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担当課 スポーツ文化課

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

３．スポーツを活用したまちづくり

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

スポーツの振興とスポーツを通じた共生社会の実現

かほく市総合体育館管理
運営事業 10-5-2（8-1）

体育施設長寿命化事業
10-5-2（1-1）

体育施設維持管理事業
10-5-2（2-1）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

市内スポーツ施設の利用者
数

地元で開催するトップスポー
ツチームの観戦者数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

青少年期のスポーツ文化活動の在り方の検討を進めるとともに、障害の有無や年齢、性別などを問わず、すべ
ての市民がスポーツによりウェルビーイングを達成できるよう、それぞれのライフステージに応じたスポーツ
に取り組む機会を提供する。
なかでも、かほく市総合体育館は地域のスポーツ施設の核として、交流の場として賑わいの創出を図る。
また、計画的にスポーツ施設等の環境の整備・充実を進め、安全安心なスポーツ環境の提供を目指す。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・第２期工事（河北台健民体育館・七塚武道館解体、駐車場整備）を進め、令和7年12月に工事が完了した。
・公共スポーツ施設の老朽化や市民の要望などについても的確に把握し、計画的な改修・改善（高松グラウン
ド・ゴルフ場ぶどう棚改築）による整備を進めた。

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

総合体育館には、かほく市内外より利用者が多数訪れ好評である。第２期工事も完了し、駐車台
数も２００台増台となったことから、より集客が見込めるスポーツ大会や駐車場を活用したイベ
ント等を積極的に推進するため継続した事業実施が必要である。
他のスポーツ施設においては、順次計画・継続的に整備の必要がある。

総合体育館については、指定管理者によるSNS発信等の広報を進め魅力のある施設であることを引
き続きPRしていく。また、各指定管理者がスポーツ施設を利用して実施するイベントなどを市
HP、LINE、いいメールなどを活用し広報を実施していく。公共スポーツ施設の老朽化や市民の要
望などについては的確に把握し、計画的な改修・改善による整備を進める。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ２-③-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 4,000 6,000 8,000

実績 - 2,826

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計
17,779 17,779

うち一財 8,879 8,879

11,562 11,562
うち一財 10,914 10,914

29,341 0 0 29,341
うち一財 19,793 0 0 19,793

67.5 #DIV/0! #DIV/0! 67.5

17,779 17,779
うち一財 8,879 8,879

11,404 11,404
うち一財 10,798 10,798

29,183 0 0 29,183
うち一財 19,677 0 0 19,677

67.4 #DIV/0! #DIV/0! 67.4

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系
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担当課 スポーツ文化課

２．かほく市に新しいひとの流れをつくる

３．スポーツを活用したまちづくり

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

スポーツによる賑わいの創出

かほく市ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝ推進事業
10-5-1（10-1）

・社会増減数　＋330人（毎年度）
・地元で開催するトップスポーツチームの観戦者数　25,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

スポーツコミッションが主催・
協力するイベントへの参加者

数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

１:拡充

令和７年度までのスポーツツーリズムを核としたアウター事業を強化しつつ、令和８年度からは学
校部活動の地域展開や地域内の関係団体のコーディネート体制を強化・実施するため。

アウター事業（地域外から人を呼び込む事業）ではインバウンドを対象とした小規模プレミアムツ
アーや、「モルックのまち」かほくプロジェクト、大会・イベントの運営支援事業などスポーツイ
ベント、スポーツツーリズムによる地域活性化を図る。インナー事業（地域住民向けの事業）で
は、学校部活動の地域展開を契機とした「未来の地域スポーツを考える会」を開催し、市内関係者
を巻き込んだ検討の場を作る。

官民連携による新たなスポーツイベントの開催やスポーツ合宿・大会等の誘致、また、地域資源を活用したス
ポーツツーリズムの取組により、スポーツを産業と捉え、交流人口、関係人口の拡大により地域の産業振興、活
性化に寄与する。
また、プロスポーツチーム等が行うゲームを積極的に誘致し、市民が一流の技術を目にする機会を増やすこと
で、「する」だけではなく「みる」・「ささえる」を実現し、毎日の生活のなかにスポーツ（Sport in Life）
を実感できる社会を実現する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

（市の取組）
市内で開催されるプロスポーツチーム等が行う試合等を積極的に広報し、市内外から多くの方に観戦してもらう
ことで新たな交流人口等の増加を図った。

（スポーツコミッションの取組）
山、川、海などの自然や海に沈む夕陽などを貴重な資源と捉え、市内観光施設とも連携し、様々な分野（海：
ビーチツーリズム、高松グラウンド・ゴルフ場；天然芝ツーリズム、E-BIKE：サイクルツーリズム）でのツーリ
ズムイベントを企画した。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ３-①-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 300 300 300

実績 298 323

目標 70 75 80

実績 - 103

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

251,323 251,323
うち一財 186,368 186,368

140,550 140,550
うち一財 130,954 130,954

391,873 0 0 391,873
うち一財 317,322 0 0 317,322

81 #DIV/0! #DIV/0! 81

303,604 303,604
うち一財 232,251 232,251

174,072 174,072
うち一財 132,763 132,763

477,676 0 0 477,676
うち一財 365,014 0 0 365,014

76.4 #DIV/0! #DIV/0! 76.4

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

妊娠を考えたときから子育て期にわたり、切れ目のない支援を実施し、若い世代が安心して妊娠し、子育てで
きる体制の充実を図るため、不妊不育治療費助成や子ども医療費助成などの事業を継続して実施する。
令和８年度からの国の電子母子手帳導入にあわせ、母子健康手帳アプリの導入を検討する。これにより母子手
帳機能に加え、市からの育児健康情報や経済的支援情報について配信し、より家庭に寄り添った支援体制を強
化する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

【こども家庭課】
不妊不育治療費助成などの継続事業に加え、令和7年度中に母子手帳アプリ（母子モ）を導入し、育児相談等
の予約や各種子育て支援に関する情報をプッシュ通知し、支援の充実を図った。
 母子モ登録数：312人

【保険医療課】※事業費予算：186,346千円（うち一財：154,726千円）
・子ども医療費助成…満１８歳に達する日の属する年度末までの子どもの保険適用分医療費を全額助成した。
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担当課 こども家庭課（保険医療課）

子ども医療費助成事業
4-1-1（4-1）

赤ちゃんすくすく応援事業
3-2-1（11-1）

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

１．安心して子育てできるサポート体制の更なる充実

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

妊娠から出産・子育てまで切れ目のない支援

母子保健事業
4-1-2（2-1）

出産子育て応援交付金
事業　4-1-2（13-1）

不妊不育対策事業
4-1-2（8-1）

・かほく市における出生数　300人（毎年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

出生数

母子健康手帳アプリ登録者割合（％）
（アプリ登録数/母子手帳交付数）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

【こども家庭課】母子手帳アプリ（母子モ）により、市からの子育て情報や支援情報を必要に応じて配信す
ることを目的とした妊娠期からの切れ間ない支援の実施のため、母子モの継続的な活用を図る。

【保険医療課】（子ども医療費助成事業）医療費助成額は横ばい状態であるが、子どもの健康に寄与するこ
とを目的としているため、医療費の適正化に努めつつ実施を継続する。

【こども家庭課】母子モの普及については、医療機関における周知や健診を活用した情報提供を行い、さら
なる普及を図りながら、子育て情報のプッシュ通知を受け取れるようする。また、母子手帳の交付予約をで
きるようにし、妊娠の早い段階から母子モを通じた繋がりを持てるようにする。

【保険医療課】（子ども医療費助成事業）医療費の適正化を推進するため、適正受診について周知・広報し
ながら、子育て世代の経済支援として制度を継続する。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ３-①-２

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 100 100 100

実績 100 100

目標 50 50 50

実績 - 39

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

76,095 76,095
うち一財 40,312 40,312

193,672 193,672
うち一財 183,714 183,714

269,767 0 0 269,767
うち一財 224,026 0 0 224,026

83 #DIV/0! #DIV/0! 83

78,021 78,021
うち一財 76,899 76,899

251,386 251,386
うち一財 194,838 194,838

329,407 0 0 329,407
うち一財 271,737 0 0 271,737

82.5 #DIV/0! #DIV/0! 82.5

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

④
予算事業名
（PLAN） 子育て支援センタ－事業

3-2-2（26-1）
ファミリーサポートセン
ター事業3-2-2（27-1）

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 14

担当課 こども家庭課

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

１．安心して子育てできるサポート体制の更なる充実

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

親と子がともに健やかに成長できる環境づくり

こども家庭センター事業
3-2-2（41-1）

こども園一般管理費（コドモン）
3-2-2（2-1）

学童保育クラブ一般管理費（コドモン）
3-2-3（1-1）

母子父子福祉事業
3-2-1（6-1）

こども家庭センターの相談体制の強化を図るとともに、子育てママリフレッシュ事業やペアレンティングプログ
ラム事業を通して、親の成長と子どもの健やかな成長を支援する。また、働きながら安心して子育てができるよ
う延長保育、一時保育などの保育サービスやこども園、放課後児童クラブ、児童館の運営等、子育て環境の充実
を図る。また、こども家庭センターではSNSを活用しviewer(視聴者)を増やすことにより、かほく市の子育て支
援事業をより多くの方に知ってもらうことを目指す。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・子育てママリフレッシュ事業では電子申請が可能となっているが、こども家庭センター事業でも電子申請を拡
充するために、メリットデメリットの検討を実施した。
・ペアレンティングプログラム事業（乳児Nobody's Perfect親支援プロブラム）に関しては利用者のニーズの見
込みもあり１回目１３名、２回目１０名での２回実施ができた。
・こども園、学童保育クラブの利用者にコドモン登録を促し、コドモン機能を活用した利用予定の届け出や出欠
連絡など保護者の利便性の向上を図った。
・身近な子育て支援の場として気軽に家庭センターや子育て支援センターを利用できるよう、センターの事業を
積極的にSNSで紹介した。

・かほく市における出生数　300人（毎年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

子育てイベントの申し込みの電子申請の拡充を視野に入れながら、対面による申し込みのメリットと電子申
請によりメリットの使い分けを行う。また、ペアレンティングプログラム事業含む家庭センター事業や家庭
センター事業、学童保育クラブ、こども園事業において、様々な角度での保護者支援を行うため、様々な申
し込みなどにおいて保護者の利便性向上に努めるべきと考えている。

子育てや就労に時間を割く必要がある保護者への利便性の向上を図りながら、状況に応じて支援の必要な家
庭につなぐことのできる対面受付も大切に行い、相談や支援の入り口としての役割も担う。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

コドモン登録割合（％）
（コドモン登録数/利用者数）

イベントにおける電子申請の
割合（％）

（電子申請数/申請数）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

２:継続



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ３-①-３

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 95 95 95

実績 93 99

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

3,231,162 3,231,162
うち一財 1,555,014 1,555,014

382,583 382,583
うち一財 362,913 362,913

3,613,745 0 0 3,613,745
うち一財 1,917,927 0 0 1,917,927

53.1 #DIV/0! #DIV/0! 53.1
3,496,692 3,496,692

うち一財 1,885,024 1,885,024

496,588 496,588
うち一財 384,887 384,887

3,993,280 0 0 3,993,280
うち一財 2,269,911 0 0 2,269,911

56.8 #DIV/0! #DIV/0! 56.8

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

④
予算事業名
（PLAN）

学童保育クラブ運営費
3-2-3（2-1）

児童手当給付事業
3-2-1（3-1）

児童扶養手当給付事業
3-2-1（5-1）

職員人件費
3-2-1（1-1）

児童館福祉施設災害復旧事業
11-12-11（1-1）

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 15

担当課 こども家庭課

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

１．安心して子育てできるサポート体制の更なる充実

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

幼児教育・保育の環境の充実

子ども・子育て支援事業
3-2-1（7-1）

こども園運営費
3-2-2（2-1）

児童館運営費
3-2-4（2-1）

施設の整備や保育士の確保などにより、入園可能児童数を増やすことで保育需要に対応する。
現在入園・入会児童の管理にICTツール（コドモン）を利用しており、保護者との連絡を行っているが、更に機
能を拡充し保護者の利便性・安心感の向上につなげる。また、保育士等の事務作業にかかる時間を削減すること
で、子どもたちと関わる時間を増やし、保育の質向上にも努める。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・保育士確保については、現状ハローワーク・市広報・ＨＰ等で周知を行うとともに人材派遣も活用しているほ
か、毎年養成校の在学生を対象とした就職フェアも開催し、保育士の魅力発信に努めている。令和7年度も引き
続き、周知を行っていくとともに養成校との連携強化や人材派遣会社の発掘など民間活用も強化を検討し保育士
確保に努めた。
・こども園等の整備について、今後の入園見込を反映した整備計画を検討し、事業者との調整を行った。
・保護者との紙でのやり取りを見直し、コドモンの機能を活用することで、保護者の利便性向上と職員の事務負
担改善を図った。
・令和7年度においては私立園と連携のもと、新しい地方経済・生活環境創生交付金を活用し、私立園との連携
システムを導入した。導入後、各私立園との連携テストを実施し、令和8年4月からの運用開始に備えた。

・かほく市における出生数　300人（毎年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

潜在的に保育士が不足していることから、今後も同様の対応にて保育士の確保を図る必要がある。
新たに導入した私立園との連携システムにおいて、その効果を検証するため令和８年度における運
用状況や成果を評価する必要がある。

今後においても、私立園への事務改善・保育士確保の制度周知を図りながら、保育環境の向上を支
援するとともに、公立園においても入園見込み数の把握を通じて過不足のない保育提供体制の確保
計画を策定していく。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

評価アンケート（満足度）の数
（％）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

２:継続



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ３-②-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 74 76 78

実績 71.5 86.9

目標 75 80 85

実績 71.2 79.7

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

29,469 29,469
うち一財 29,469 29,469

31,588 31,588
うち一財 28,552 28,552

61,057 0 0 61,057
うち一財 58,021 0 0 58,021

95 #DIV/0! #DIV/0! 95

30,212 30,212
うち一財 30,212 30,212

35,603 35,603
うち一財 31,506 31,506

65,815 0 0 65,815
うち一財 61,718 0 0 61,718

93.8 #DIV/0! #DIV/0! 93.8

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 16

担当課 学校教育課

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

２．きめ細やかな学校教育体制の推進

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

（小学校）学力向上対策事業
10-2-2（9-1）

（中学校）学力向上対策事業
10-3-2（11-1）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

授業でＩＣＴ機器を週３回以上
使用した児童の割合（％）

授業でＩＣＴ機器を週３回以上
使用した生徒の割合（％）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

国、県で実施する学力調査に加え、小学校４年生以上の全学年で学力調査を実施する。これまでの教育実践とＩ
ＣＴを最大限に組み合わせ、個に応じた指導を一層重視し、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業
改善をするとともに、多様性を尊重し自立した学習者として学びつづけていく力を育成する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・小学５年生、中学１年生、中学２年生を対象に、国・県の学力調査に合わせ市の事業として学力調査を実施
し、より適切な分析・改善を行うことで学力の向上を図った。また、生徒の英語の実践的コミュニケーションの
基礎の養成や授業改善を目的として、中学２年生を対象とした英語スピーキング調査を行った。
   ＊小学５年生（国語・算数　「市調査」）
   ＊中学１年生（国語・数学・理科・社会・英語　「市調査」）
   ＊中学２年生（国語・数学・理科・社会・英語　「市調査」＋英語スピーキング調査）
・支援が必要な児童への教育支援ソフトを小学校３校において実証実験を行い、個別の支援が必要な児童の実態
を多角的に把握することで、一人一人の教育的ニーズ、特性に合わせたきめ細かい指導や支援の充実を図った。

・かほく市における出生数　300人（毎年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

学力調査を活用した学力向上ＰＤＣＡサイクルを確立するとともに、教科の見方・考え方に基づく
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的推進に向けた授業改善に取り組むため。

今後も学力調査の適切な分析・改善を行うことで学力の向上を図る。また、市内の傾向を分析し共
有していくことで、授業改善に取り組んでいく。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ３-②-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 92 93 94

実績 91.8 92.4

目標 69 71 73

実績 66.8 68.7

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

111,342 111,342
うち一財 111,342 111,342

91,380 91,380
うち一財 82,596 82,596

202,722 0 0 202,722
うち一財 193,938 0 0 193,938

95.7 #DIV/0! #DIV/0! 95.7

111,722 111,722
うち一財 111,722 111,722

86,779 86,779
うち一財 76,796 76,796

198,501 0 0 198,501
うち一財 188,518 0 0 188,518

95 #DIV/0! #DIV/0! 95

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 17

担当課 学校教育課

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

２．きめ細やかな学校教育体制の推進

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

多様なニーズに対応した教育機会の提供・支援事業

教育センター費
10-1-2（7-1）

（小学校）特別支援教育支援員配置事業
10-2-2（11-1）

（中学校）教育相談員配置事業
10-3-2（8-1）

（中学校）特別支援教育支援員配置事業
10-3-2（9-1）

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

児童生徒一人ひとりの状況に応じた適切な対応ができるよう、特別支援教育支援員や教育相談員などの必要な人
材を配置する。
また、支援の必要な児童生徒や不登校及び不登校傾向の児童生徒の増加に対応するため、教育支援センターおよ
び各学校の校内教育支援センター（SSR）にて、きめ細やかな支援や居場所づくりを推進する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・特別支援教育支援員の配置（小学校22人、中学校3人）
・不登校児童生徒等の支援として、校内における相談機能の充実と、支援者が家庭を訪問してつながりを構築す
るアウトリーチ型支援を行う教育相談員の配置（各中学校区を拠点に計3人）
・スクールカウンセラー等の小中学校への配置
・教育支援センター「すまいる」における不登校児童生徒への社会的自立支援（教育相談員2人配置）
・教育相談事業体制の充実（臨床心理士による教育相談をR7より月1回から月2回へ拡充）
・全小中学校に設置した校内教育支援センター（SSR）の有効活用（SSR担当者・支援員連絡協議会の開催）
・石川県立看護大学に加えてR7から金沢学院大学とも提携し、支援の必要な児童生徒のサポーターとして学生を
小中学校へ派遣（R7実績：派遣学生数7人／支援時間計153.5時間）

・かほく市における出生数　300人（毎年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

「学校へ行くのが楽しい」と回
答した児童生徒の割合（％）

「先生や学校にいる大人にい
つでも相談できる」と回答した

児童生徒の割合（％）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

発達障害や不登校など特別な支援を要する児童生徒は年々増加し、その課題も多様化・複雑化して
いる。一人ひとりの状況やニーズに配慮したきめ細かな支援体制を維持・強化するためにも児童生
徒支援員や教育相談員等の役割は重要であり、今後も支援員や相談員等を含めた組織的・機能的な
支援体制の充実が必要である。

今後も児童生徒支援員（特別支援教育支援員）や教育相談員の配置および校内教育支援センター等
での居場所づくりを継続し、多様化する児童生徒のニーズに寄り添った適切な支援体制を推進す
る。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ３-②-３

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 1,925 1,950 1,975

実績 1,874 1,898

目標 84 86 88

実績 80 95

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

33,449 33,449
うち一財 33,449 33,449

14,666 14,666
うち一財 13,256 13,256

48,115 0 0 48,115
うち一財 46,705 0 0 46,705

97.1 #DIV/0! #DIV/0! 97.1

32,576 32,576
うち一財 32,576 32,576

13,907 13,907
うち一財 12,307 12,307

46,483 0 0 46,483
うち一財 44,883 0 0 44,883

96.6 #DIV/0! #DIV/0! 96.6

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系
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担当課 学校教育課

３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

２．きめ細やかな学校教育体制の推進

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

学校を核とした地域活力（地域教育力）向上事業

学校を核とした地域力活性化事業
10-4-7（5-1）

・かほく市における出生数　300人（毎年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

コミュニティ・スクールの取組
による小中学校への参画人

数（登下校見守り除く）

学校と地域が協働した実践的
な体験学習の件数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

今後も、社会教育団体や公民館活動との連携・協力を推進し、子どもたちの体験活動や市民の生涯
学習活動を通して、地域教育力の向上と学校教育の充実を図るため。

地域について学校で学ぶだけでなく、児童生徒が積極的に考え、行動する機会をつくり、より実践
的な学びにつなげるため学校コーディネーターや地区公民館、単位子供会などの社会教育団体や地
元企業等との交流を促進する。

地域の将来を担う子どもたちと地域住民が関わる「学校運営や支援」を通して、地域の活力・教育力を高め、地
域コミュニティの活性化と学校教育の充実を図る。また、その活動内容をＳＮＳ等にて積極的に発信し広く周知
していく。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・市内小中学校全９校に学校運営協議会を設置し、学校運営についての会議を開催した。
・市内小中学校全校に学校コーディネーターを配置し、地域と家庭の協働による事業展開を図った。
（事業例：地域人材を活用した学習、大海味噌作り・地引網・昔遊びなどの体験学習、読書活動の推進、防災学
習、かほく市中学生ネットルールの実践など）
・地域との協働を進める支援を行うため、コミュニティ・スクールプラン補助金を交付した。
　　高松小学校：400,000円　大海小学校：567,000円　七塚小学校：400,000円
　　外日角小学校：531,000円　宇ノ気小学校：626,000円　金津小学校：600,000円
　　高松中学校：570,000円　河北台中学校：450,000円　宇ノ気中学校：350,000円
・ＳＮＳや市広報にて、活動を広く周知した。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 700 710 730

実績 685 522

目標 - 30 50

実績 - 0

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

2,000 2,000
うち一財 2,000 2,000

2,002 2,002
うち一財 1,700 1,700

4,002 0 0 4,002
うち一財 3,700 0 0 3,700

92.5 #DIV/0! #DIV/0! 92.5

200 200
うち一財 200 200

2,864 2,864
うち一財 2,685 2,685

3,064 0 0 3,064
うち一財 2,885 0 0 2,885

94.2 #DIV/0! #DIV/0! 94.2

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

ＤＸ人材の育成を図るため、プログラミング教室等を開催し、継ぎ目なく継続して行うことが肝要
と捉えている。

・IT-CATSかほく推進協議会と連携し、主に小中学生向けにプログラミング教室を開催し、ＤＸ人
材の育成を図る。
・市内企業のＤＸを推進するため、専門家を派遣し、ヒアリングやモデル事業展開を踏まえた取り
組みを行う。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

地域創生課

企画調整事業
2-1-7（1-1）

プログラミング教室(Ｋ-Ｌａｂ)へ
の延べ参加人数

リスキリングに関するプログラ
ムへの参加者数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

デジタルによる地域課題の解決に向けた官民連携事業を推進し、デジタル人材の育成や確保を図る。また、様々
な要因で離職を余儀なくされた方などの再度就業を支援するため、リスキリングの機会を提供し、デジタルスキ
ルの習得による多様な働き方の創出を図る。

⑥

【具体的な取り組み内容】

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

地域DXによる地域づくりと人材育成の推進

・IT-CATSかほく推進協議会との連携
　プログラミング教室を通したＤＸ人材の育成を図った。（K-Lab：59回開催、参加者数：522人）
・市内企業のＤＸ推進
　企業へのヒアリングやモデル事業展開を実施した。（1件：㈱高松レストハウス）
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担当課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 7,000 8,000 9,000

実績 6,587 10,246

目標 8,500 8,800 9,000

実績 8,212 8,466

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

300,524 300,524
うち一財 300,464 300,464

16,993 16,993
うち一財 16,405 16,405

317,517 0 0 317,517
うち一財 316,869 0 0 316,869

99.8 #DIV/0! #DIV/0! 99.8

295,116 295,116
うち一財 288,788 288,788

17,637 17,637
うち一財 16,890 16,890

312,753 0 0 312,753
うち一財 305,678 0 0 305,678

97.7 #DIV/0! #DIV/0! 97.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系
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担当課 情報推進課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

自治体DX推進による行政事務の効率化

行政デジタル化推進事業
2-1-8（1-1）

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

電子申請・アンケートの受付
件数

「かほく市」公式ＬＩＮＥ登録者
数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

電子申請・アンケートの受付件数は目標値を大幅に上回った。
引き続き電子申請・アンケートの拡充に取り組んでいく。
公式LINEについては、R8年度に予定している機能拡張により、市民が見やすい周知方法に改善し、
目標値を達成したい。

引き続き、電子申請の利用を推進する。
また、LINE登録者数増に向け、令和8年度に機能拡張し、市民がみやすい周知方法に改善するよう
努める。

市が担う行政サービスについて、デジタル技術やデータを活用して、住民の利便性を向上させるとともに、デジ
タル技術や AI 等の活用により業務効率化を図り、外部人材の活用も視野に入れ、行政サービスの更なる向上に
繋げていく。

⑥

【具体的な取り組み内容】

〇電子申請手続の受付業務拡大
　電子申請システムを活用した手続き等を拡大して、電子申請の普及率向上に取り組んだ。
　手続数実績　　　R7：200　R6：163
〇生成AIの導入
　自治体向け生成AIサービスを導入し、全正規職員が利用できる環境を構築した。
　また、基礎研修、管理職向け研修を行ったことで、業務への活用につながった。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-３

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 24 25 26

実績 23 25

目標 900 900 900

実績 900 2,298

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

130 130
うち一財 130 130

1,159 1,159
うち一財 985 985

1,289 0 0 1,289
うち一財 1,115 0 0 1,115

86.5 #DIV/0! #DIV/0! 86.5

100 100
うち一財 100 100

2,050 2,050
うち一財 1,965 1,965

2,150 0 0 2,150
うち一財 2,065 0 0 2,065

96 #DIV/0! #DIV/0! 96

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

圏域全体における課題解決と行政の効率化を図るため、様々な分野で連携事業数を増やし、第2期
石川中央都市圏ビジョンを着実に推進する必要がある。

石川中央都市圏の構成市として、第3期石川中央都市圏ビジョンに基づく連携施策を着実に推進す
る。将来像である「都市と自然、仕事と生活が調和する”住みやすさ”日本一の圏域」の形成を通
じ、交流と連携を深めることで、すべての人が輝き続ける持続可能な地域社会の実現を目指す。

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

企画課

企画調整事業
2-1-7（1-1）

連携事業数

石川中央都市圏の社会増減
数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

石川中央都市圏ビジョンを着実に実行し、高次都市機能の集積・強化と広域活用、圏域の経済成長の促進、圏域
全体での生活関連機能サービスの向上のための具体的な連携事業を推進する。また、石川中央都市圏地域公共交
通計画に基づいた「ひと中心の持続可能な交通ネットワークの構築」に向けた連携事業を推進する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

石川中央都市圏連携事業の推進

・第3期石川中央都市圏ビジョン（令和8年度～令和12年度）の策定
・石川中央都市圏を構成する金沢市、白山市、野々市市、津幡町、内灘町との連携を深め、圏域全体の経済成長
のけん引及び高次の都市機能の集積、また生活関連機能サービスの向上に資する連携事業を実施
《連携した事業の例（全101事業中）》
・移住PR事業（移住PR動画のyoutube配信、移住フェアへの出展（当市は11月、2月の2回参加））
・地域産業振興事業（野々市市商工会で起業・副業セミナー（6月）、金沢市商工会議所でビジネス交流会（11
月）の実施
・石川中央都市圏地域公共交通計画の推進
・大学コンソーシアム石川
・鈴木大拙館と西田幾多郎記念哲学館の交流
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担当課



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-４

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 - 400 800

実績 - -

目標 - 4 5

実績 - -

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

33,682 33,682
うち一財 29,472 29,472

21,380 21,380
うち一財 20,181 20,181

55,062 0 0 55,062
うち一財 49,653 0 0 49,653

90.2 #DIV/0! #DIV/0! 90.2

42,411 42,411
うち一財 37,639 37,639

21,089 21,089
うち一財 19,969 19,969

63,500 0 0 63,500
うち一財 57,608 0 0 57,608

90.7 #DIV/0! #DIV/0! 90.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 22

担当課 スポーツ文化課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

文化財のデジタルミュージアムアーカイブ化とふるさとを学ぶ機会の充実

文化財保護事業
10-4-10（1-1）

市史編さん事業
10-4-10（3-1）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

アーカイブシステムの閲覧数

デジタルアーカイブシステム
の利用満足度（5段階評価ア

ンケート）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

市史編さん事業で得たデータ等をデジタルアーカイブシステムへ取り込み公開する。また、旧３町で収受した民
具資料をデジタル画像化し、これらを同システムに取り込み公開する。
また、市史編さん事業により新たに寄贈・寄託されるであろう市内文化財を保護するため、民具資料のデジタル
画像化に伴い、民具資料を再整理することで、市が将来にわたって保存すべき文化財の収蔵品等を再整理し、保
管に必要な施設環境の整備を行う。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・市指定文化財、既存史料（民具・漁具等）及び市史編さん事業において習得した文化的な史料をデジタル化す
るための事前調査・アーカイブ化を行うとともに市HP「かほく市内文化財デジタルアーカイブ」にて公開した。
　※アーカイブ化した史料数：３２０件
・市史編さん事業においては、図説編を活用した授業等への利用について学校と協議を進めるとともに、「資料
編（古代・中世編）」を刊行した。

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

３月から「かほく市内文化財デジタルアーカイブ」を市HP上で公開し、学校での授業や市民の生涯
学習で活用するとともに、今後、市史編さん事業で取り扱った市内の文化財のデジタルアーカイブ
を進めていく必要があるため。また市史編さん事業においては、「資料編（寺社編）」の刊行に引
き続き努めていく。

順次データを更新し、「かほく市内文化財デジタルアーカイブ」にて公開する。市史編さんについ
ては、専門委員会・部会の状況を確認し、市史編さんだよりなどによる広報に努める。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-５

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 60 65 70

実績 49 62

目標 650 640 630

実績 653 690

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

42,948 42,948
うち一財 27,576 27,576

10,233 10,233
うち一財 9,539 9,539

53,181 0 0 53,181
うち一財 37,115 0 0 37,115

69.8 #DIV/0! #DIV/0! 69.8

47,574 47,574
うち一財 33,158 33,158

6,564 6,564
うち一財 6,284 6,284

54,138 0 0 54,138
うち一財 39,442 0 0 39,442

72.9 #DIV/0! #DIV/0! 72.9

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

防災環境対策課、地域創生課

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

【地域創生課】空き家バンク登録物件は成約率も高いことから、空き家対策の一環としても事業継続しさ
らなる空き家バンクの登録促進、所有者への働きかけを強化していく必要があるため。

【防災環境対策課】家屋が空き家状態となり、老朽化が進行する前に、所有者が利活用について相談でき
る体制を整備する必要があるため。

【地域創生課】情報発信の改善など所有者への働きかけを継続し、登録件数の維持・増加を図る。また、
HP内の空き家バンクサイトの情報内容を充実させ、利用者の利便性を向上させる。

【防災環境対策課】第３期かほく市空家等対策計画の策定に合わせて、空家等管理活用支援法人制度の活
用のほか、利活用に関する施策の導入を検討する。

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

年々増加傾向にある空き家の利活用を促進するため、空き家バンク制度、空き家改修補助金、空き家家賃助成制
度など各種制度を実施する。
また、民間事業者と行政が連携して空き家全般に関する相談窓口や空き家を利用したい方とをマッチングするプ
ラットフォームを整備し業務体制を整える。

⑥

【具体的な取り組み内容】

○空き家バンク登録件数は空き家利活用可能物件数の10％程度である。空家所有者向けに制度の周知を図るとと
もに、意向を確認したうえで利活用を促進していく仕組み構築に向けて検討した。
○固定資産税納税通知書を送付する際にチラシ（空家等化の抑制にむけた意識啓発、施策の情報提供、意向調
査）を同封し、空家対策事業の推進に努めた。
○空き家関係補助金交付実績
　除却支援：19件（9,500千円）／改修支援：6件（4,524千円）／家賃支援：2件（110千円）
○空き家の除却、利活用について広く周知を図るため、「空き家の適切な除却の促進に関する連携協定（株式会
社クラッソーネ）」に基づき、AIを活用した解体費用シュミレーターの利用環境を提供するほか、改修・家賃支
援など、空き家関連補助制度の周知を図った。
　アクセス件数：107件　シュミレータ結果閲覧件数：77件
○マッチングプラットフォームの体制整備について、空家等管理活用支援法人制度導入について、先進事例等の
情報収集を行った上、検討を進めた。

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

空き家バンク登録件数
（累積件数・成約済含）

空き家戸数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

空き家利活用推進事業

環境保全対策事業
4-1-3（6－1）

定住促進事業
2-1-7（4-1）
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担当課

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-６

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 - 基準年度 ▲3

実績 - -

目標 3.5 3.8 4

実績 - -

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

17,355 17,355
うち一財 4,355 4,355

7,915 7,915
うち一財 7,570 7,570

25,270 0 0 25,270
うち一財 11,925 0 0 11,925

47.2 #DIV/0! #DIV/0! 47.2

34,041 34,041
うち一財 17,585 17,585

7,053 7,053
うち一財 6,760 6,760

41,094 0 0 41,094
うち一財 24,345 0 0 24,345

59.2 #DIV/0! #DIV/0! 59.2

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 24

担当課 防災環境対策課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

地球温暖化対策推進事業

カーボンニュートラル推進事業

4-1-3（12-1）

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

家庭排出CO2削減率（％）

アプリ利用者の満足度
（5段階評価アンケート）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

国内外で気候変動対策と経済成長の両立を目指すグリーントランスフォーメーション（GX）の取組
が進められ、本市においても、住宅用・事業者用の太陽光発電設備の導入が徐々に進んでおり、
国、県、市の温室効果ガス削減目標達成に向けて、一層の推進を図る必要があるため。

現行施策の継続に加え、カーボンニュートラル推進パートナー事業者との連携にかかる施策の拡充
を進める。

地球温暖化対策が世界中で始まっていることを受け、令和4年2月に宣言した「かほく市ゼロカーボンシティ宣
言」に基づいた取り組みを推進する。
取り組み推進に当たりデジタル技術を活用することで、CO2削減量の見える化を行い、排出量削減意識を醸成し
市民の削減行動を促進する。また、カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを進める事業者を支援する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

「かほく市ゼロカーボンシティ宣言」に基づく取組として下記の取組を行った。
・カーボンニュートラル推進パートナー事業者登録　登録事業者数：R6:9社／R7:4社
・住宅用自然エネルギーシステム設置費補助金
　　太陽光発電：71件（11,212千円）/ペレット薪利用：6件（283千円）/蓄電池：56件（560千円）
・生ごみ処理機設置費補助金：22件（347千円）
・省エネ診断受信料補助金：2件（73千円）
・事業者用太陽光発電設備等重点加速化事業補助金：4件（16,456千円）
なお、カーボンニュートラルアプリの開発については、準備を進める中で、市民サービスに関する各種アプリが
乱立・複雑化し、かえって利便性を損ねる恐れがあることが判明したため、アプリの開発を中止した。

アプリ開発中止のためR8よりKPIを変更



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-①-７

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 5,000 5,000 5,000 15,000

実績 2,014 2,356

目標 1 2 3 6

実績 - 1

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

53,075 53,075
うち一財 25,290 25,290

17,399 17,399
うち一財 16,640 16,640

70,474 0 0 70,474
うち一財 41,930 0 0 41,930

59.5 #DIV/0! #DIV/0! 59.5

56,818 56,818
うち一財 53,165 53,165

14,107 14,107
うち一財 13,520 13,520

70,925 0 0 70,925
うち一財 66,685 0 0 66,685

94 #DIV/0! #DIV/0! 94

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 25

担当課 防災環境対策課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

１．住みよいまちの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

災害から暮らしを守る体制整備事業

危機対策事業
9-1-4（1-1）

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

防災アプリダウンロード数

防災アプリを活用した避難所兼緊急
避難場所（9箇所）での訓練開催数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

届出避難所をはじめ今後の災害対策のために自主防災組織との連携は継続しているので、自主防災
組織を通じて平時からの防災意識の重要性や防災訓練等の広報活動ができる場でのアプリの利便性
の周知を今後も市民へ継続して行っていく。

今後も、市民への情報発信力の強化は必須であると考えている。アプリを使用した訓練実施の計画
や、市民の防災意識を高めることにより、DL数の増加を図っていく。また、各種マニュアルを整備
しデジタル化することで、アプリの利便性を高め、更なる情報配信力の強化につなげる。

市民の生命・財産を災害から守るため、令和6年に導入した「防災アプリ」を運用し市民の防災意識の高揚や災
害対応力の強化を図る。
また、避難所の在り方について見直し、地域と連携した体制整備を図るとともに、自主防災組織への支援強化や
防災士の育成拡大などを実施し地域防災力の底上げを図る。
さらに、震災の教訓をふまえ、実践的な防災対策を行うため地域防災計画や業務継続計画などの各種計画を更
新、作成するとともに避難所運営マニュアルなどの防災マニュアルのデジタル化も推進し、平時の訓練での活用
や災害時の迅速な対応に取り組む。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・防災アプリの普及と活用
　高齢者向けスマホ教室や防災訓練でのチラシ配布などの広報活動を実施
　教室開催数：１回、参加者数：６人
・避難体制の強化と防災人材の育成
　避難所の在り方を地域と連携して見直し
　防災士の育成を推進し、608名が避難訓練や防災活動で活躍（防災士数：県内5位）
・震災の検証とマニュアル改訂
　令和6年能登半島地震の教訓を踏まえ、検証委員会を開催（R8.1月、3月）
　職員アンケートや各部局調査を通じ、より実効性の高いマニュアル策定に向けて内容を精査



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-②-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 48 49 50

実績 47.4 65

目標 760 770 780

実績 746 756

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

12,107 12,107
うち一財 920 920

30,021 30,021
うち一財 23,350 23,350

42,128 0 0 42,128
うち一財 24,270 0 0 24,270

57.6 #DIV/0! #DIV/0! 57.6

8,867 8,867
うち一財 4,956 4,956

27,200 27,200
うち一財 18,053 18,053

36,067 0 0 36,067
うち一財 23,009 0 0 23,009

63.8 #DIV/0! #DIV/0! 63.8

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 26

担当課 健康福祉課（長寿介護課、保険医療課）

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

２．市民の健康と生きがいの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

市民の健康づくりと「健康なまち」づくり基盤の整備

健康づくり事業
4-1-2（3-1）

地域介護予防活動支援事業

3-1-2（2-1）
保健衛生普及費
6-1-1（1-1）

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

運動不足の解消により生活習慣病予防を推進し、地域における自主的な健康づくり活動を通じて健康寿命の延伸
を図る。
また、認知機能低下の予防や障害者の社会参画などに効果のあるeスポーツなど、新たな取り組みを推進するた
め関係団体との連携構築を目指す。

⑥

【具体的な取り組み内容】

○健康ポイント事業
　健康ウォーキング事業：384名参加（424,100 WAONポイント付与）
　健康ポイントラリー事業：産官学連携により631名参加（20,350 WAONポイント付与）
○健康づくりポイント事業
　健康づくりポイント：健診受診等で延べ254名が参加（ショートコース110名、チャレンジコース144名）
○食生活の改善推進
　野菜摂取促進：「ベジメータ」を活用した摂取量測定およびスモールチェンジの普及（対象：4,960名）
○介護予防・筋力アップ支援
　「かほくプラチナ筋力アップ体操」の推進（体験会21名参加、45体操グループの活動支援（うち1グループ新規立ち上
げ）
　サポーター育成：養成講座24名、フォローアップ講座88名が受講。
　プラチナポイント事業：介護予防活動に402名参加（357,080 WAONポイント付与）

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

歩行又は同等の身体活動を
一日1時間以上実施している

者の割合（％）

プラチナ筋力アップ体操参加
人数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

【健康福祉課】「健康ウォーキング事業」等のアプリ活用により、場所やペースを選ばない自律的な健康づくりを推進
するとともに、対面式の通いの場を並行して充実させることで、全世代が参加しやすい重層的な健康環境を構築する必
要があるため。

【長寿介護課】後期高齢者数の増加が予想される中で、フレイル対策が重要であり、今後もフレイル予防の受け皿とし
て地域の通いの場でのプラチナ体操の活動は必要である。介護予防及び健康増進活動に積極的に取り組む高齢者を増や
していくため、体操に取り組む必要性を周知し、新規参加者の増、新規立ち上げグループの増加を目的とした取り組み
が必要である。

【保険医療課】
（健康づくりポイント事業）応募者の固定化が見られるため、対象者・実施方法を変更して実施し、増加傾向にある医
療費の適正化に努める必要がある。

 【健康福祉課】従来の健康づくり事業を基盤としつつ、市民一人ひとりが自身の生活スタイルに合わせて取り組めるよ
う、アプリ活用による運動や個別性の高いスモールチェンジの提案を強化し、継続的かつ能動的な健康習慣の定着を図
る。

【長寿介護課】体験会を機会に、通いの場で体操に取り組む高齢者の増、現在通いの場に通う高齢者が要介護状態に陥
らず体操を継続できる個別支援、サポーター等担い手の確保を図る。さらに、通いの場参加者やボランティア活動に意
欲的に参加、また通いの場の担い手として活動する高齢者が増加するよう、プラチナポイント事業等で通いの場での体
操継続を支援していく。

【保険医療課】
（健康づくりポイント事業）国民健康保険被保険者のうち特定保健指導実施者を対象とし、体重・腹囲および生活習慣
の改善についてポイント化し、必要なポイント数を達成した方に地域商品券を贈呈することで、重症化予防につなげ
る。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-②-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 800 850 900

実績 750 941

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

17,682 17,682
うち一財 4,498 4,498

4,777 4,777
うち一財 4,003 4,003

22,459 0 0 22,459
うち一財 8,501 0 0 8,501

37.9 #DIV/0! #DIV/0! 37.9

17,251 17,251
うち一財 4,214 4,214

5,121 5,121
うち一財 4,328 4,328

22,372 0 0 22,372
うち一財 8,542 0 0 8,542

38.2 #DIV/0! #DIV/0! 38.2

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 27

担当課 長寿介護課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

２．市民の健康と生きがいの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

高齢者の生きがいづくり環境の整備

いきいきシニア活動推進
事業　3-1-3（25-1）

保健福祉事業（介護特
会）4-1-1（1-1）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

各種教室・講座等の参加者数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

多様なニーズを持った高齢者が増えてきている現状を捉え、高松老人福祉センター・宇ノ気老人福祉センターや
いきいきステーションを拠点として行われている軽運動活動や園芸・終活教室などの取り組みを進める。また、
デジタルデバイド解消のための教室や講習会を開催するとともに、フレイル予防に効果が期待できるeスポーツ
の普及啓発に取り組み、高齢者の健康増進、生きがいづくりを推進する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・いきいきシニアコーディネーターと市民ボランティアによるスマホとパソコン安心教室を定期的に開催し、情
報化社会における高齢者の情報・メディア・ＩＣＴなどのリテラシーを高め、便利でより豊かな生活を送ること
ができるよう支援した。
　開催数：50回　参加者数：395人
・石川県立看護大学との協定に基づく連携や地域のボランティアの協力により、健康づくりや防災、終活などに
関する各種教室や講座等を開催した。
　開催数：57回　参加者数：533人
・高齢者が気軽にｅスポーツができる機会を設け、普及啓発を図った。
　開催数：3回　参加者数：13人

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

３:見直し・検討

高齢者向けのスマホとパソコン安心教室については、平成29年度からスマホ・タブレット教室に始
まり、コロナ禍の令和4年度をピークに参加者が減少しており、今後、高齢者のニーズに即した事
業内容となるよう検討する必要がある。

高齢者向けＡＩ活用講座なども取り入れた内容に見直しする。また、利用者増加に向け周知を強化
する。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-②-３

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 69 72 75

実績 46 44

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

787,825 787,825
うち一財 225,723 225,723

20,939 20,939
うち一財 17,773 17,773

808,764 0 0 808,764
うち一財 243,496 0 0 243,496

30.1 #DIV/0! #DIV/0! 30.1

949,944 949,944
うち一財 233,248 233,248

33,789 33,789
うち一財 19,850 19,850

983,733 0 0 983,733
うち一財 253,098 0 0 253,098

25.7 #DIV/0! #DIV/0! 25.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 28

担当課 健康福祉課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

２．市民の健康と生きがいの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

障害者の暮らしの安全と生きがいづくり

障害者自立支援給付費
3-1-2(21-1)

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

障害者の就労者数
（福祉サービス※就労継続A
型利用者数(雇用契約あり) ）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

　障害者が地域で自立した生活を送るために必要な支援やサービス（以下、地域資源という）の情
報を分かりやすく整理したものがあると、活用できそうな情報を自身で確認することが出来るた
め、令和8年度も継続して、地域資源のとりまとめを行う必要がある。

　地域資源の整理したもの(※既存の資料も活用)を完成させる。また、地域生活支援拠点整備の事
前登録のしくみを個別に周知していく。
　また、しごと部会を定期開催し、イベント等の機会を通じて企業等含めて広く市民へ障害理解促
進のために、普及啓発を行う。

障害者の高齢化・重度化や『親亡き後』を見据え、居住支援のための機能（相談・体験の場・緊急時の受入れ対
応・専門的な人材育成・地域の体制づくり）を市内障害福祉事業所等関係機関と連携して整備していく。
また、相談機能の強化、企業の障害理解促進等のため、市内障害福祉事業所（※福祉就労関連）・商工会などを
参集した『しごと部会』を定期開催し、障害者の自立に向けた就労支援を推進する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

【地域生活支援拠点等整備について】
・人材育成:相談支援専門員や事業所向けにスキルアップのための研修を企画
・地域の体制づくり:民生委員児童委員に相談窓口等を周知
・相談支援専門員の協力のもと地域生活支援拠点整備の事前登録のしくみを周知
 
【障害者の就労支援】
・市内障害福祉事業所(※福祉就労関連)・商工会などを参集したしごと部会(専門部会)を定期開催
・障害者の自立に向けた就労支援のあり方(制度改正：就労選択支援等の学習)を検討
・商工会に加入している企業(約1,000社)を対象にアンケートを実施
　障害者を雇用する企業側のニーズ(例：障害者雇用に期待すること等)を確認　回答数:13社



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ４-②-４

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 83 85 88

実績 81.72 88.6

目標 6,500 6,700 7,000

実績 6,354 6,311

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

11,778 11,778
うち一財 11,720 11,720

17,700 17,700
うち一財 16,616 16,616

29,478 0 0 29,478
うち一財 28,336 0 0 28,336

96.1 #DIV/0! #DIV/0! 96.1

11,321 11,321
うち一財 11,321 11,321

24,707 24,707
うち一財 17,443 17,443

36,028 0 0 36,028
うち一財 28,764 0 0 28,764

79.8 #DIV/0! #DIV/0! 79.8

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

かほく市デジタル田園都市構想総合戦略 事業成果個票【令和７年度】 29

担当課 生涯学習課

４．安心して暮らすことができる、持続可能なかほく市をつくる

２．市民の健康と生きがいの創造

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

生涯にわたって自ら学び続けるひとづくり

生涯学習推進事業
10-4-7（1－1）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

生涯学習講座の受講者への
アンケートで「満足」又は「や
や満足」と回答した割合（％）

生涯学習フェスティバル来場
者数

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

「人生100年時代」を迎えるにあたり、生涯学習の重要性が一層高まっていることを受け、市民一人一人が生
涯を通して学ぶことのできる多様な学習機会を提供する。
また、地域に関わる学習を通して地域コミュニティを支える人材も育成し、地域の活性化や持続的な社会の形
成に努める。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・生涯学習講座の開催
　学習機会の充実と学習意欲の向上に取り組んだ。
　16講座、参加者数：449人
・生涯学習フェスティバルの実施
　日頃の生涯学習活動の成果を発表する機会の創出と活動意欲の高揚を図った。
　開催期間：R7.10.25～26　来場者総数　6,311人
　※障がい者の参加の促進を図るため、障がい者の活動や発表する機会を提供
・各種社会教育団体への支援と育成
　地域行事に対する補助金交付による援助と活動の企画段階における助言などを実施し自発的活動可能な団体
の育成を推進
　対象：7団体、補助金額：4,736,000円

・かほく市を「住み良い」「まあまあ住み良い」と回答した市民の割合　82％（R9年度）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

・生涯学習講座の受講者からは満足度の高い結果を得ており、市民に学習機会を提供できてい
る。
・生涯学習フェスティバルについては、一定の来場者数を維持しており、市民の学習意欲の向上
や成果発表の場、交流の場として寄与している。
・各種社会教育団体については、積極的に活動しており、地域の学習活動やコミュニティ形成に
重要な役割を果たしている。
以上のことから、本事業は市民の生涯学習の推進及び地域づくりに一定の成果を上げているた
め、継続して実施する。

教育振興基本計画に掲げる「目指す人物像」を意識したテーマを設定し、包括連携協定を締結し
ている民間企業や大学等の教育機関とも連携した講座を開催する。
広報媒体については、幅広い年齢層に漏れなく伝達できる手段を検討し、広報誌、SNS等を活用す
る。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ５-①-１

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 515,000 520,000 525,000

実績 475,626 543,378

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

1,200 1,200
うち一財 1,200 1,200

421 421
うち一財 358 358

1,621 0 0 1,621
うち一財 1,558 0 0 1,558

96.1 #DIV/0! #DIV/0! 96.1

690,817 690,817
うち一財 563,900 563,900

92,725 92,725
うち一財 67,652 67,652

783,542 0 0 783,542
うち一財 631,552 0 0 631,552

80.6 #DIV/0! #DIV/0! 80.6

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

・R6.4月に開館したかほく市総合体育館では、PFUブルーキャッツ石川かほくの好成績と相まっ
て、入館者も増加し、その他にも様々なイベントが開催されるなど、賑わいの創出拠点となってい
る。また、道の駅高松においても、能登半島地震からの復興に伴い徐々に能登方面を訪れる人も増
加し、その道中に立ち寄る方も増加しているため、事業を継続する。

・PFUブルーキャッツ石川かほくの新シーズンにおいてもホームゲーム開催時には、市の特産品の
販売や情報発信を行う。
・道の駅高松においては、増えつつある能登方面を訪問する人に情報発信や特産品の販売を行う。

・交流拠点となる施設の利用者数　525,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

交流拠点となる施設の利用者
数

予算

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）
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担当課

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

地域創生課

⑥

【具体的な取り組み内容】

・各交流ゾーンの拠点となる施設を中心に年間を通じて賑わい創出事業を展開。
〇かほく市総合体育館：PFUブルーキャッツ石川かほくホームゲーム時に、かほく市プレゼンツマッチの実施。
（開催日：10月18日・19日　来場者数：2,638人）
〇道の駅高松：里山マルシェの実施（夏　開催日：7月21日、秋　開催日：11月8日）
・道の駅高松はのと里山海道沿いに位置し、能登と加賀の往来の中間地点という立地を生かし、引き続き観光情
報の発信や特産物の紹介や販売を行うことで、かほく市の認知度向上に努めた。

道の駅高松がある北部交流ゾーン、広域商業施設やうみっこらんど七塚などを有する南部交流ゾーンに加え、新
たに整備した総合体育館、かほっくる・かほっくるプラスがある市中央部ゾーンも含めた交流ゾーンの賑わい創
出を戦略的に推進する。

５．かほく市オンリーワンの資源を活用し、地域を活性化させる

１．かほく市の特色を活かした地域の活性化

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

交流ゾーンのにぎわい創出

企画調整事業
2-1-7（1-1）



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ５-①-２

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 23,500 24,000 24,500

実績 22,290 25,350

目標 84 86 89

実績 82.8 91.8

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

94,782 94,782
うち一財 64,897 64,897

48,386 48,386
うち一財 45,427 45,427

143,168 0 0 143,168
うち一財 110,324 0 0 110,324

77.1 #DIV/0! #DIV/0! 77.1

92,324 92,324
うち一財 70,048 70,048

67,548 67,548
うち一財 47,686 47,686

159,872 0 0 159,872
うち一財 117,734 0 0 117,734

73.6 #DIV/0! #DIV/0! 73.6

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系
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担当課 生涯学習課（哲学館）

５．かほく市オンリーワンの資源を活用し、地域を活性化させる

１．かほく市の特色を活かした地域の活性化

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

西田幾多郎記念哲学館の魅力創出

西田記念哲学館管理運営事業
10-4-6（3-1）

・交流拠点となる施設の利用者数　525,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

哲学館の利用者数

哲学館主催事業の参加者ア
ンケートで「とても良い」又は
「良い」と回答した割合（％）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

ＷＥＢ会議システムの導入により、遠隔地から参加したいという参加者のニーズにも対応すること
ができたため、哲学講座等にも対象を広げて継続する。

今後はインバウンド対応を含めた多様化する社会ニーズと集客力が上がる事業内容を検討するとと
もに、ＳＮＳなども活用した幅広い情報発信に努める。

全国的にも珍しい哲学の博物館という特異性と安藤建築の意図を守りながら、多様化する利用者ニーズに対応す
るため、様々な分野の機関と連携し、来館者の増加につながる施策を展開する。また、利用者の利便性の向上を
図るため、観覧料等のキャッシュレス化を推進する。
さらに、国際的な視野に立った事業展開ができるよう、哲学ホールの通信機能の充実と展示室内の多言語化に取
り組みインバウンド及びバリアフリー対応の強化を図り、時代のニーズに対応しながら、より社会に開かれた運
営を目指し、西田哲学の普及・啓発を図る。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・ハイブリッド型イベントの開催や研究機関との連携強化
　ＷＥＢ会議システムを導入し、国際シンポジウム（西田哲学会年次大会）をハイブリッド形式で開催
　また、遠隔地からのオンライン受講も可能となり参加ニーズにも対応できる環境を整備
　開催日：7月25日～27日　参加者：延べ人数206名（うち、海外から16名/オンライン45名）
　※ハイブリッド型イベント＝対面とオンラインで開催するイベント

・哲学館の魅力発信を強化
　西田幾多郎没後80年の記念事業として、特別講演会、特別展示、関連イベントを実施
　鈴木大拙館との合同イベント「朗読会」、書籍の刊行
　※これらの事業を含めた哲学館ならではの魅力や事業の独自性をホームページやＳＮＳを活用し情報を発信す
ることで、新たな利用者層の獲得に取り組んだ。



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ５-①-３

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 2 2 2

実績 2 6

目標

実績

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

350 350
うち一財 350 350

737 737
うち一財 627 627

1,087 0 0 1,087
うち一財 977 0 0 977

89.9 #DIV/0! #DIV/0! 89.9

350 350
うち一財 350 350

1,468 1,468
うち一財 1,407 1,407

1,818 0 0 1,818
うち一財 1,757 0 0 1,757

96.6 #DIV/0! #DIV/0! 96.6

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

企画課

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

包括連携協定を締結している石川県立看護大学及び金沢学院大学・金沢学院短期大学と連携し、各
大学の専門分野を生かした事業を展開することで、市にとっては大学の持つ人的・知的なリソース
の活用を、学生にとっては学んだ知識を実践の場で生かす機会の創出ができており、双方にメリッ
トのある事業となっているため。

引き続き包括連携協定を締結している両大学との連携を深め、市と大学の協働によるまちづくりを
推進していく。

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

本市に立地する石川県立看護大学と連携し、健康づくり事業等の展開や市の各種施策への提言及び参画、またそ
れらを通じた学生への学びの場を提供し、様々な場面で学生との交流機会の創出を図りながら、市と大学との協
働によるまちづくり事業を推進する。
また、包括連携協定を締結している金沢学院大学や県内高等教育機関とも連携を図り、地方創生に資する事業を
展開する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

【看護大学・新規事業】
①「人生会議（ACP）」に関する連携事業（主管：長寿介護課）
…「人生会議（ACP）」や「看取り」の地域住民への普及・啓発、実施計画の検討及び研修会（計3回）の実施
②「地域ケア事業の広報」（主管：情報推進課等）
…市HPにリンク・バナー掲載（令和7年8月～）、広報かほくでの広報（計4号分）を実施
③④看護大学での研究への協力
…（1件目）慢性脱水研究に関するプラチナ体操グループ（6地区）参加者への調査実施に対する協力～大学院生
による研究成果取りまとめ・修士論文作成
　（2件目）0～6歳児の子を持つ父親（451名）へのWebアンケート実施及び結果掲載リーフレットの各こども
園・こども家庭センターへの配布に対する協力
【金沢学院大学・新規事業】
⑤「学生ボランティアによる学習支援・相談事業」（主管：教育センター）
…児童生徒への学習支援ボランティアやメンタルフレンドとしての心のケアを実施（学生4名参加）
⑥「生涯学習推進事業」（主管：生涯学習課）
…専門的知識を有する教員を、生涯学習講座の講師として依頼するもの。令和7年度は講座内容や開催時期など
の調整を行い、令和8年度に派遣依頼を予定

・交流拠点となる施設の利用者数　525,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

高等教育機関等との新規連
携事業件数

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）
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担当課

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系

５．かほく市オンリーワンの資源を活用し、地域を活性化させる

１．かほく市の特色を活かした地域の活性化

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

石川県立看護大学及び県内大学による地方創生推進事業

企画調整事業
2-1-7（1-1）

予算



No.

① 基本目標

② 基本方針

③ 事業番号・名 ５-①-４

④
予算事業名
（PLAN）

⑤
事業概要
（PLAN）

令和７年度
取組内容
（PLAN・DO）

⑦
基本目標のKPI
（PLAN）

現況値 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計値

目標 4 5 6 15

実績 3 6

目標 200 200 200 600

実績 135 250

年度：単位（千円） 令和7年度 令和8年度 令和9年度 累計

6,800 6,800
うち一財 6,800 6,800

7,585 7,585
うち一財 6,443 6,443

14,385 0 0 14,385
うち一財 13,243 0 0 13,243

92.1 #DIV/0! #DIV/0! 92.1

6,797 6,797
うち一財 6,797 6,797

3,900 3,900
うち一財 3,656 3,656

10,697 0 0 10,697
うち一財 10,453 0 0 10,453

97.7 #DIV/0! #DIV/0! 97.7

方針 ←　１：拡充　２：継続　３：見直し・検討　４：完了　５．廃止

理由

対応方針

 ◇かほく市デジタル田園都市構想総合戦略の体系
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担当課 地域創生課

５．かほく市オンリーワンの資源を活用し、地域を活性化させる

１．かほく市の特色を活かした地域の活性化

 ◇事業内容(PDCAサイクル)

プロスポーツによるにぎわいと活力あるまち創造事業

プロスポーツホームタウン地域共創事業
2-1-7（15-1）

・交流拠点となる施設の利用者数　525,000人（R9年度）

⑧
当該事業目標KPI
及び実績
（PLAN・DO・CHECK）

PFUブルーキャッツ石川かほく
との連携事業数

アウェー会場での特産品販売
額（千円）

予算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

決算

A．事業費

B．管理費（人件費・事務費）

総事業費（A+B）

一般財源割合（％）

⑨
令和８年度以降
の方針
（CHECK・ACT）

２:継続

PFUブルーキャッツ石川かほくは、SVリーグ女子の2025-26シーズンのレギュラーシーズンが３
位、チャンピオンシップではベスト４まで進出し、ホームゲームを中心に大いに盛り上がった。
この熱が冷めないよう2026-27シーズンにおいても事業を継続し、賑わいの創出につなげたい。

・PFUブルーキャッツ石川かほくをはじめとする地元プロスポーツチームの試合開催時などの機会
を捉え、市商工会や観光物産協会と連携した特産品販売や賑わい創出イベントを実施する。
・全国各地で行われるアウェーゲームにおいて、市のＰＲ及び特産品販売を委託し、本市の知名
度を向上させる。
・地元プロスポーツチームによる市の広報活動への参画及び市内こども園や小中学校との連携事
業を展開するほか、スポーツを通した市民の健康増進プログラムへの参画についても検討を進め
る。

PFUブルーキャッツ石川かほくとの「プロスポーツによる賑わいと活力あるまち創造に関する協定」に基づ
き、にぎわいの創出、シティプロモーション、スポーツ振興などについて連携事業を展開する。

⑥

【具体的な取り組み内容】

・PFUブルーキャッツ石川かほくをはじめとする地元プロスポーツチームの試合開催時などの機会を捉えた特
産品販売の実施
　市商工会や観光物産協会と連携し実施（とり野菜みそBLUECATS ARENAでのホームゲーム開催時）
・全国各地で行われるアウェーゲームにおける、市のＰＲ及び特産品販売を行った。
　※実績：11回実施、売上額250千円
・地元プロスポーツチームによる市の広報活動への参画及び連携事業実施
　①イオンモールかほくでのポスター掲示　②学校給食コラボ　③ワイン用ブドウの摘房作業
　④商工会と連携した飲食店マップの配布　⑤企業版ふるさと納税返礼品


